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竪穴住居跡（ST−1〜3）



1. 業務委託名
　平成20年度　高知南国道路外埋蔵文化財（徳王子大崎・前島遺跡）発掘調査業務委託
2. 目的
　国土交通省が計画している高知東部自動車道路（南国安芸道路）の工事計画区域内に所在
する遺跡の中で，工事によって影響を受ける部分について発掘調査を行った上で出土遺物
等の整理作業を行い，遺跡の記録保存を図る。
3. 委託者
　高知県教育委員会
4. 受託者
　㈶高知県文化財団
5. 調査期間
　自）平成20年7月15日
　至）平成21年 3月31日
6. 調査区
　徳王子大崎遺跡　平成20年7月〜平成20年11月
　　　　　　　　　調査面積約1,500㎡
7. 調査協力
　香南市教育委員会
8.主な検出遺構
　弥生時代前期　土坑
　弥生時代後期　竪穴住居跡,ピット,土坑
　中　　　　世　溝跡,ピット,土坑 
　近　　　　代　壕跡
9.まとめ
　当遺跡は香南市香我美町徳王子に立地し，北西約 2kmには下分遠崎遺跡・曽我遺跡，北
約 1.5kmには十万遺跡が，西約 0.5kmには花宴遺跡，そして東側には平成 19 年度に調査を
行った徳王子広本・徳王子前島遺跡が所在しています。
　今回，当調査地からは弥生時代前期前半の土坑（SK−2・3）を検出しました。ともに約1.5m
×4.0mの長方形をしており，SK−2からは中央部に2個のピット（柱穴跡）を検出しました。
SK− 3 では床面に土器の底部が置かれたような状況で出土しました。そのことから，これ
らは簡単な覆いのある貯蔵庫と考えています。周辺遺跡からは弥生前期末葉〜中期前葉の
遺構・遺物が確認されている下分遠崎遺跡や十万遺跡がありますが，前期前半に位置する
土器が良好な遺構に伴って出土したことは大きな成果であると言えます。
　さらに，弥生時代後期の竪穴住居跡（ST− 1 〜 3）が確認できました。床面より一段高い段
を有することから，ベッド状遺構を備えた住居跡であったことが解りました。もともと周



辺遺跡からは弥生時代後期の土器が出土しており，周辺地域より高い場所に位置する当地
に集落の存在が想定されており，予想どおり竪穴住居跡や土坑などを検出しました。今ま
での調査成果が実を結んだ結果となりました。
　そのほか，中世の溝状遺構（SD−1・2）を検出しています。Ⅰ区では，場内を囲うような形
状で溝状遺構を検出したことや，遺構内に入口部と思われるような掘り残した箇所がある
事などから，おそらく屋敷跡であったと考えられます。
　また，太平洋戦争時に作られた塹壕（壕跡 1）も検出しました。現在も月見山に残る塹壕な
どともに戦時中の実像を示すものとして，重要であると考えます。

土坑（SKー3） SKー3出土　弥生土器（弥生時代前期）

徳王子大崎遺跡調査位置図（S＝1/1000）



STー1出土　弥生土器（弥生時代後期）

竪穴住居跡（STー3）

溝状遺構（SD−2・3） 戦争遺跡（壕跡1）

竪穴住居跡（STー4）　

竪穴住居跡（STー2）

土坑（SKー2） 竪穴住居跡（STー1）
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